
 

２０１９年  ７月２２月日 ＪＲ東労組新潟地本ＯＢ会ニュース Ｎｏ６６号 
 

   

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行責任者 山 崎 次 男 

東日本旅客鉄道労働組合新潟地方本部ＯＢ会 

〒 950ー0086 新潟市花園1―1ー５ 

Ｏ
Ｂ
会
は
今
後
も
東
労
組
の
再
建
を
支
援
す
る
。 

第
４
は
参
議
院
選

挙
で
す
。
安
倍
政
権

は
物
価
の
上
昇
や
医

療
費
・
介
護
の
負
担

増
、
消
費
税
の
１

０
％
引
き
上
げ
を
決

定
し
て
い
る
。 

し
か
し
年
金
支
給
額
は
殆
ん
ど
変
わ
ら
ず
生

活
は
増
々
厳
し
く
な
る
。
一
方
、「
憲
法
９
条
改

悪
」、「
莫
大
な
税
金
を
使
っ
て
の
Ｆ
３
５
戦
闘
機

の
購
入
」
な
ど
日
本
を
戦
争
の
出
来
る
国
に
作
り

替
え
よ
う
と
必
死
で
あ
る
。
安
倍
１
強
政
治
を
終

わ
ら
せ
る
た
め
、
選
挙
を
取
組
ん
で
い
き
た
い
。 

最
後
に
こ
の
間
新
潟
地
本
の
Ｏ
Ｂ
会
長
、
そ
し

て
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
副
会
長
と
し
て
１
０
年
余
り

に
わ
た
っ
て
、
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を
牽
引
し
て
き
た
渡

部
さ
ん
が
、
本
部
役
員
を
退
任
さ
れ
た
。
感
謝
し

労
を
労
い
た
い
、
と
の
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
来
賓
の
皆
さ
ま
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
決

意
や
連
帯
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
高
橋
事
務
長
の
経
過
と
会
計
報
告
、

並
び
に
今
後
の
方
針
と
予
算
案
、
入
澤
会
計
監
査

委
員
の
監
査
報
告
が
提
起
さ
れ
、
休
憩
を
挿
ん
で

質
疑
応
答
（
５
名
が
発
言
）
の
後
、
満
場
一
致
方

針
を
決
定
。
役
員
改
選
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱

と
、
大
久
保
議
長
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
で
総
会
は

成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。 

総
会
後
は
、
駅
南
「
よ
さ
こ
い
」
に
お
い
て
て

懇
親
会
を
開
催
、
交
流
・
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。  

 

    

発
言
要
旨 

今
後
の
Ｏ
Ｂ
会
活
動
、
選
挙
の
取
組
み
で
議
論
！ 

※ 

安
倍
１
強
の
中
で
安
保

法
な
ど
日
本
は
危
険
な
方

向
に
あ
る
。
戦
後
平
和
を
守

っ
て
き
た
。
子
や
孫
に
平
和

な
世
の
中
を
残
す
。
そ
の
為

に
は
健
康
が
大
切
だ
。 

野
党
統
一
候
補
を
応
援
し
て
い
く
。
支
部
Ｏ
Ｂ
会
で

初
め
て
釣
り
大
会
を
開
催
し
た
。 

※ 

会
員
の
石
川
氏
が
亡
く
な
っ
た
。
前
日
ま
で
選
挙

に
行
く
な
ど
元
気
だ
っ
た
。
Ｏ
Ｂ
会
活
動
に
参
加
さ

れ
て
い
た
。
ご
冥
福
を
祈
る
。 

「
３
０
０
０
万
人
署
名
」
全

会
員
で
取
組
ん
だ
。
そ
の
過

程
で
「
Ｏ
Ｂ
会
を
残
し
て
く

れ
」
の
要
望
が
多
く
Ｏ
Ｂ
会

を
残
し
て
い
き
た
い
。 

「
総
合
扶
助
」
に
関
し
て
議
論
し
た
。
情
報
の
手
配
り

の
場
合
は
出
来
る
だ
け
本
人
と
会
っ
て
手
渡
し
す
る
。

郵
送
会
員
に
は
幹
事
が
送
っ
て
い
た
が
、会
員
は
誰
が

送
っ
て
き
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

会
員
が
自
分
の
担
当
者
を
分
か
り
、そ
の
担
当
者
と
連

絡
と
り
合
え
る
よ
う
改
善
し
た
。 

「
令
和
」
大
騒
ぎ
し
て
い
る
。
９
条
連
と
連
携
し
野
党

統
一
候
補
の
応
援
や
。９
条
改
悪
を
許
さ
な
い
取
組
み

を
行
っ
て
い
く
。 

 
 

 
 

 
 

 

裏
面
に
続
く 

 

 

 

議
長
に 

長
岡
・
大
久
保
委
員 

６
月
２
３
日
１
２
時
よ
り
新
潟
鉄
道
信
用
組
合

５
階
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
地
本
Ｏ
Ｂ
会
第
２
３
回

定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

沖
田
副
会
長
の
開
会

宣
言
で
始
ま
り
、
議
長
に

は
長
岡
支
部
・
大
久
保
委

員
が
選
出
さ
れ
、
以
降
議

長
の
ス
ム
ー
ズ
で
的
確

な
運
営
で
議
事
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。 

山
崎
会
長
挨
拶 

１
８
春
闘
の
ス
ト
戦
術
を
巡
っ
て
組
合
員
が
激

減
、
Ｏ
Ｂ
会
も
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
無
事
今
総

会
が
開
催
出
来
た
。
喜
び
合
い
た
い
。 

課
題
の
第
１
は
、先
般
新
潟
・
山
形
地
震
が
発
生
。

会
員
の
被
害
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
日
頃
か
ら
避
難

場
所
の
確
認
や
緊
急
時
の
持
ち
物
の
点
検
、
家
族
な

ど
へ
の
連
絡
体
制
、
特
に
Ｏ
Ｂ
会
員
の
安
全
や
安
否

確
認
が
出
来
得
る
体
制
を
築
い
て
ほ
し
い
。 

第
２
は
、
一
人
世
帯
が
増
加
、
３
～
４
年
後
ば
会

員
の
大
半
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
。「
見
守
り
隊
」

や
「
お
助
け
隊
」
な
ど
、
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
気
配
り
、

目
配
り
温
も
り
の
あ
る
取
組
み
が
大
切
に
な
っ
て

い
る
。
議
論
を
お
願
い
す
る
。 

第
３
は
、
現
役
組
織
が
脱
退
や
意
見
対
立
が
続
い

て
お
り
，
終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
。
組
織
力
が
低

下
し
て
い
る
現
実
を
踏
ま
え
、
組
合
員
と
し
っ
か
り

議
論
し
信
頼
を
取
り
戻
し
て
い
く
し
か
な
い
。 

 

  

会
費
の
徴
収
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、特
別
な
事

情
を
除
き
、既
に
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
納
入

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

徴
収
は
６
月
末
ま
で
で
す
の
で
、
早
め
の
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

  

 

来
賓
の
皆
さ
ま 

本
部
Ｏ
Ｂ
会 

奥
山
会
長 

赤
石
副
会
長 

新
潟
地
本 

中
田
委
員
長 

新
潟
県
退
職
者
連
合 

斎
藤
事
務
局
長 

 

参
議
院
選
挙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

各
地
域
で
の
応
援
活
動
に
感
謝 

新
潟
選
挙
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

９
条
壊
憲 

２
／
３
を
許
さ
ず 

田所委員 野崎委員 

打
越
さ
く
良 

当
選 
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持ち込んだことに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大久保会長より 
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※ 

県
議
選
・
南
区
の
磯

貝
候
補
当
選
に
向
け
昨

冬
か
ら
取
り
組
ん
だ
。

多
く
の
会
員
の
参
加
を

得
て
頑
張
っ
た
が
、
結

果
は
惜
敗
と
な
っ
た
。

再
戦
を
誓
う 

※ 

新
潟
支
部
で
は
安
否

確
認
を
含
め
て
会
費
の

徴
収
作
業
を
行
っ
た
。

南
区
の
選
挙
活
動
、
各

支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
協
力
を

お
願
い
す
る
。 

衆
議
院
選
挙
に
な
る
と
選
挙
区
が
分
か
れ
る
。
地

本
で
関
係
者
会
議
が
必
要
だ
。 

※ 

病
気
療
養
中
の
支
部
Ｏ
Ｂ
会
事
務
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
代
読
す
る
。 

私
は
Ｏ
Ｂ
会
が
好
き
だ
。

「
も
う
組
織
は
要
ら
な

い
」
の
意
見
も
あ
る
が
、

た
と
え
少
人
数
に
な
っ

て
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。 

 

以
上 

 

直
江
津
、
長
岡
支
部 

キ
ス
釣
り
大
会 

近
年
に
な
い 

多
く
の
釣
果
！ 

直
江
津
支
部
Ｏ
Ｂ
会
は
６
月
２
５
日
、
初

め
て
の
キ
ス
釣
り
大
会
を
、
鵜
の
浜
海
岸
で

開
催
し
ま
し
た
。 

心
配
さ
れ
た
天
候
も
回
復
し
絶
好
の
釣
り

日
和
。
武
田
会
長
の
『
支
部
レ
ク
を
更
に
活

性
化
し
よ
う
』
の
挨
拶
の
後
、「
日
頃
か
ら
釣

り
を
や
っ
て
い
る
人
」「
何
十
年
ぶ
り
に
竿
に

触
っ
た
人
」
な
ど
、
集
ま
っ
た
１
０
名
は
思

い
思
い
の
場
所
で
釣
果
を
競
い
ま
し
た
。 

「
口
笛
を
吹
き
な
が
ら
」
余
裕
で
釣
っ
て

い
る
人
、
一
方
で
は
、
思
う
よ
う
に
い
か
ず

「
地
団
太
」」
を
踏
ん
で
い
る
人
な
ど
様
々
い

る
中
で
、「
レ
ベ
ル
の
高
い
」
大
会
に
な
り
、。

初
め
て
の
キ
ス
釣
り
大
会
は
成
功
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。 

「
春
の
観
桜
会
」
と
「
秋
の
紅
葉
狩
り
」

の
Ｏ
Ｂ
会
レ
ク
に
釣
り
大
会
が
加
わ
り
、
来

年
以
降
も
「
釣
り
大
会
」
を
継
続
、
よ
り
多

く
の
参
加
者
に
呼
び
掛
け
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
合
い
ま
し
た
。 

成
績 

 

（
敬
称
略
） 

優
勝 

大
滝
善
雄 

４
２
匹 

 
二
位 

野
崎
忠
夫 

４
０
匹 

 
三
位 
笹
木 

隆 

３
４
匹 

 

 

一
方
、
長
岡
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
キ
ス
釣
り
大

市
会
は
６
月
２
６
日
１
１
名
が
参
加
。
キ
ス

釣
り
大
会
は
毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
場
所
を
柏
崎
市
中
央
海
岸
か
ら
松
波 

海
岸
に
変
更
。
そ
の
結
果
か
？ 

キ
ス
は

か
っ
て
な
い
程
の
多
く
の
釣
果
が
あ
り
、

楽
し
い
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 成

績 
 

（
敬
称
略
） 

優
勝 

丸
山
政
彦 

４
２
匹 

二
位 

伊
藤
俊
男 

２
４
匹 

三
位 

笠
井 

修 

２
３
匹 

  

梅
雨
空
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
シ
ョ
ッ
ト 

地
本
総
会
前
日
の
６
月
２
７
日
、
グ
リ

ー
ン
ヒ
ル
長
岡
を
会
場
に
、
長
岡
支
部
Ｏ

Ｂ
会
ゴ
ル
フ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

「
股
関
節
障
害
」「
膝
・
腰
障
害
」
と
苦

労
し
て
い
て
ゴ
ル
フ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

と
、
な
か
な
か
３
組
・
１
２
名
の
エ
ン
ト

リ
ー
が
お
ぼ
つ
か
な
い
。
よ
う
や
く
９
名

の
参
加
で
３
組
が
成
立
。
膝
も
腰
も
健
全

な
人
を
見
つ
け
る
の
は
至
難
の
業
。 

当
日
は
蒸
し
暑
く
、
長
岡
市
内
を
一
望

す
る
山
岳
コ
ー
ス
に
挑
戦
。「
ド
ラ
コ
ン
」

も
「
ニ
ア
ピ
ン
」
も
独
占
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
が
獲
得
。
ス
コ
ア
は
９
０
台
を
４
人
が

出
し
た
が
、
優
勝
は
穂
苅
和
男
さ
ん
（
ベ

ス
・
グ
ロ
）。 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
年
２
回
開
催
方
針
で
、

支
部
の
大
会
は
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、

希
望
者
が
あ
る
う
ち
は
た
と
え
少
数
に
な

っ
て
も
続
け
よ
う
と
、
秋
に
も
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た 

 
 

 

以
上 

第
１
０
回
地
本
Ｏ
Ｂ
会
囲
碁
大
会
！ 

７
月
５
日
、
地
本
囲
碁
大
会
を
新
潟
市

秋
葉
区
「
天
元
」
に
於
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
大
会
は
１
０
回
目
を
数
え
、
２
９
名

の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

大
会
は
、
実
力
ご
と
に
３
ク
ラ
ス
に
分

か
れ
、
５
回
戦
を
打
つ
形
式
で
勝
負
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
今
回
は
特
に
「
５
戦
全

勝
者
」
が
一
人
し
か
い
な
い
と
い
う
熱
戦

続
き
で
、
激
し
い
「
星
の
潰
し
合
い
」
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し 

終
了
後
は
場
所
を
移
し
て
恒
例
の
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
熱
戦
を
振
り
返
り
話

は
尽
き
ず
、
再
会
を
誓
い
楽
し
い
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

１
位 

清
水 

孝
（
新
潟
）） 

２
位 

庄
司
幸
次
郎
（
村
上
） 

３
位 
岡
部
久
紀
（
新
潟
） 

１
位 
野
崎
忠
夫
（
直
江
津
） 

２
位 

稲
田
圭
樹
（
新
潟
） 

３
位 

石
川
進
一
（
長
岡
） 

１
位 

太
田 

隆
（
新
潟
）） 

２
位 

細
貝
慶
一
郎
（
長
岡
） 

３
位 

坂
井
政
次
（
長
岡
） 

 

成 績（敬称略） 

Ｃクラス Bクラス Aクラス 

 

新役員体制 

役職名    氏  名   所 属 

会 長   山崎 次男  新 潟  

副会長   細谷 邦彦  直江津  

〃   沖田 晴夫  長 岡  

〃    渡辺 文弘   新 潟 

事務長   高橋 信吾  新 潟 

 事務次長  清田 正治  新  潟 

    〃   木村  満  新 潟 

会計監査員 渡辺  忠男  新 潟 

     〃     入澤  良 一 長  岡  

本年度も宜しくお願いします 

 

 

   

 

 

 

田中委員 田巻委員 清水委員 


